
令和３年度予算の概要について

１．予算規模

令和３年度一般会計当初予算額 千円 対前年度との比較 △ 861,700 千円 （ 7.7 ％の減）

（令和２年度一般会計当初予算額） （ 11,159,800 千円）

２．予算概要

＜歳入について＞

＜経常経費について＞

等の充実、重点化を図ったものの、国の補正予算を受けて、令和３年度で計画していた
事業を前倒ししたことなどから、前年度と比較して7.7％の減となった。

◆施策の柱 Ⅰ「子どもを産み育てやすい環境づくりによる出生数の増」
　　 結婚活動支援、不妊治療費助成、出産・育児わくわく応援事業、子育て世代包括支援センター、子宝支援金、保育料

　　 の軽減（第１子４分の１軽減、第２子半額、第３子無償、３歳以上児無償、副食費無償等）、多様な保育ニーズへの

　　 対応、学童保育、幼児・児童・高校生等医療費助成、小中学校入学祝金、学校給食費補助、小規模特認校支援　など

◆施策の柱 Ⅱ「健康寿命の延伸による人口の自然減の抑制」
　　 減塩いいね！プロジェクト、こころ晴ればれプロジェクト、健康ポイント事業、介護・フレイル・認知症予防事業、

　　 介護人材確保事業、保健事業・介護予防一体的事業、特定健診事業、がん検診事業、感染症予防事業　など

◆施策の柱 Ⅲ「Ｉターン・Ｕターンの促進と地域活性化による転入増、社会増の促進」
　　 安心移住プロジェクト、地域おこし協力隊事業、移住体験住宅運営事業、まちなか新店舗等立地応援事業、町内企業

後 期 高 齢 者 医 療 737,300 
  ●海洋深層水取水施設整備事業（234,900千円） ●幹線道路改良舗装事業（84,000千円）

△ 4.4% [前倒し分]1,127,165千円＋[令和３年度当初予算額]10,298,100千円＝11,425,265千円（前年度比＋2.4％）

特別会計　合計 4,647,500 4,465,900 181,600 

一般会計を含む合計 14,945,600 15,625,700 △ 680,100 

4.1% 

717,100 20,200 

△ 15.2% 
令和２年度３月補正予算に計上し、令和３年度予算と一体的に編成した切れ目のない予算と

下 水 道 1,427,200 1,395,300 

　国の令和２年度補正予算や追加交付を受け、令和３年度以降に計画していた一部の事業を 育 英 奨 学 資 金 6,700 7,900 △ 1,200 

31,900 2.3% するとともに、事業の着実な推進と有利な財源の確保に努めた。

2.8% ◇令和２年度３月補正で計上を計画している事業

＜切れ目のない予算「13ヵ月予算」の編成＞

比較増減 増減率
●小中学校トイレ手洗い自動水栓設置事業　（15,300千円）

国 民 健 康 保 険 2,426,600 2,300,900 125,700 5.5% 

Ｒ２年度予算

簡 易 水 道 49,700 44,700 5,000 11.2% 

●にゅうぜん郷土愛醸成事業　（2,234千円）

　　 設備投資促進支援事業、サテライトオフィス誘致推進事業　など

●入善駅環境整備事業　（90,848千円）

●安心移住プロジェクト（空き家バンクを含む）　（31,205千円）
３．特別会計

会　計　名 Ｒ３年度予算

●幹線道路改良舗装事業　（51,000千円）

●サテライトオフィス誘致推進事業　（2,270千円）

●シーサイドロード（仮称）整備事業　（54,000千円）
●入善ジャンボ西瓜、チューリップ球根作付応援事業　（4,940千円）

●まちなか新店舗等立地応援事業　（1,000千円）

いては着実に推進するものとし、「ストップ人口減少！夢と笑顔を未来に紡ぐ予算」として

●（仮称）桃李統合保育所整備事業　（123,821千円）
●保育料軽減事業（給食費無償化を含む）　（170,979千円）

●企業立地推進事業　（77,562千円）

●ひとり親家庭等親子ふれあい券支給事業　（2,500千円）

●総合防災訓練実施事業　（713千円）
●新型コロナウイルスワクチン接種事業　（145,039千円）　
●保健事業・介護予防一体的事業　（17,792千円）　

編成した。

　の繰入金は、合わせて前年度比7.7％減（△47,000千円）の567,000千円を計上した。

●役場新庁舎整備推進事業　（50,000千円）
≪最重要課題「ストップ人口減少」の３つの柱≫

・一般職の職員給与費は、全会計の職員数を255人(前年度比 ＋１人)としたが、令和２年度

　人事院勧告に伴う給与改定などから前年度比0.4％減(△4,451千円)となった。

３つの柱で「ストップ人口減少」の実現と幸せの実感へ

＜主な事業について＞

　予算規模については、「ストップ人口減少」の３つの柱に関するソフト・ハード事業

  ●中央公園整備事業（191,000千円）           ●入善小学校大規模改造事業（532,738千円） 等

10,298,100

　令和３年度予算は、第７次総合計画初年度の予算となることから、総合計画が掲げる
将来像の実現に向け、まちづくりの５つの基本目標、(１)「未来」－未来を育む、出会 ・町税では、令和２年度の税収見込みから推計し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響など

いのあるまちづくり、(２)「夢」－夢をかなえ、活躍できるまちづくり、(３)「暮らし」 　を踏まえ、個人住民税及び固定資産税などの減収を見込み、町税全体で前年度比5.3％減の

－暮らしやすさを築き、やすらぎのあるまちづくり、(４)「笑顔」－笑顔をささえる、 　3,172,110千円とした。

幸せなまちづくり、(５)「恵み」－恵みがつなぐ、文化のまちづくり、に係る事業に対 ・町税の次に大きな割合を占める地方交付税と実質交付税である臨時財政対策債を合わせた額

し、予算の重点化を図った。　 　は地方財政計画等から、前年度比5.8％増（＋170,000千円）の3,090,000千円を見込んだ。

　加えて、新型コロナウイルス対策をはじめ、最重要課題である「ストップ人口減少」 ・財源不足を補うための財源調整や町債の償還財源とするため、財政調整基金と減債基金から

の実現を目指すための取組み、役場庁舎の移転新築、地域活性化などの重要な施策につ


